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エコ対応のデジタルソーラーヘルスメーターを開発 
本体外装に環境低負荷素材の植物由来プラスチックを採用 

 

 

２００９年４月２０日 

株式会社タニタ 

 

健康をはかるリーディングカンパニーである株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１

４－２、社長・谷田千里）は、環境に配慮したデジタルソーラーヘルスメーター「HＳ－３

０２」を開発しました。駆動源に太陽電池を取り入れるとともに、本体外装の一部に石油

系プラスチックに代替し得る環境低負荷素材として注目されている植物由来プラスチック

を初めて採用したのが特徴です。「ＥＣＯ Ｌｉｖｉｎｇ（エコリビング）」の愛称で、まず

４月より環境問題への意識が高い欧州を中心に海外で発売を開始します。価格は４４．９

９ユーロ（約６０００円）。２００９年度に２万２０００台の販売を計画しています。また、

海外での販売状況を踏まえた上で、日本での植物由来プラスチックを取り入れた製品の展

開も検討します。 

 

植物由来プラスチックは、本体外装に使う樹脂材料の数十％となっています。採用したの

はポリ乳酸※１を主原料とした耐久性や耐熱性の高いバイオマス※２素材です。自然環境下で

完全に分解することはできませんが、ＡＢＳ樹脂を本体外装に１００％使用した同様のヘ

ルスメーターに比べ、ＣＯ２（二酸化炭素）排出量を材料分で１台あたり約３８０ｇ削減

することが可能になると試算しています。 

 

本体サイズは縦３０６×横３３０×高さ４８ｍｍ。重さは２．３ｋｇで、最大計量は１５

０ｋｇまでとなっています。デザインについても丸みを帯びたフォルムと白を基調とした

カラーリングとロゴの差し色にブルーグリーンを取り入れ、自然をかもし出すエコ的なイ

メージを持たせました。 

 

地球温暖化や資源の枯渇など、地球規模で環境問題がクローズアップされています。こう

した情勢下で、従来の石油系プラスチックの代替として、環境負荷を抑える素材として植

物由来プラスチックが注目されています。タニタでもこうした世界的な動きに対応し、環

境に配慮した製品づくりに取り組んでいく考えです。 

 



※１トウモロコシなどから抽出したでんぷんを発酵させてできる乳酸を重合したもの。植

物由来のポリマーで、微生物などによってもとのＣＯ２と水とに分解されます。ＣＯ２は

植物の光合成の炭素源として再利用されます。 

 

※２生物資源と量を組み合わせた言葉で、化石資源を除く、再生可能な生物由来の有機性

資源のこと。自然のライフサイクルの中で持続的に再生可能な資源として、エネルギーへ

の活用も進んでいます。 

 

       

環境に配慮したデジタルソーラーヘルスメーター「ＨＳ－３０２」 

 

※本資料は東商記者クラブ、環境省記者クラブにも配布しています。 

 
報道機関からのお問い合わせ先報道資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、

時間の経過あるいは後発的なさまざまな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。

あらかじめご了承下さい。 


